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旧校名

業種

建築年月日

規模

運営開始時期

西三川小学校

酒類製造

昭和30年（1955）

延床面積 1,200㎡
教室数16

平成26年5月（2014）
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な
ん
と
か
し
た
い
想
い
と

　

廃
校
あ
っ
て
の
学
校
〝
蔵
〞
構
想

島の南西に向かって、真野湾を望む。丘からの眺めに加え、とにかく良い風がふく。かつて小学生の背中を押していた美し
い夕日は、今、町の人の未来を明るく照らす。

〝

〞

大きな理科室は、造校舎2階部分までの天井高がある。こ
の全面を金属製のパネルで覆い、酒の仕込部屋に。

4基のタンクで5～9月にかけ春夏の酒づくりに挑戦。自
社の蔵と合わせ、年間を通した酒づくりを実現した。
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一部2階建ての校舎にある唯一の階段は、あがれば試飲
室、そのすぐ階下の教室は麹室に改修されている。

ここで仕込まれる「学校蔵」は、佐渡米100％の純米酒に
佐渡の杉材を浸漬させ、木のぬくもり感じる風味に。

　

地
域
に
調
和
を
も
た
ら
し

　

幸
せ
を
醸
す
、
交
わ
り
の
場
に

〝

〞

酒づくりの要は、製麹（せいぎく）。米の状態や温度などを確かめながらの手作業に、気持ちがこもる。

できあがった麹を室から運ぶ蔵人たちの動きには、無駄がない。背後には、麻布の上で乾燥させている蒸米が並ぶ。
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年に一度の「学校蔵」の特別授業。5～70歳まで約100名の生徒が、気持ちよく交わる学びの景色。講師3名による各1時間の
熱血な講義はとても楽しく、笑いも絶えない。

　

佐
渡
が
、
楽
し
い

　

希
望
育
む
き
っ
か
け
に

〝
〞

酒づくりの合間に試飲後に、ハンモックで休憩も。2階に
は試飲室とこのリラックス部屋の2つの教室がある。

図書室は、学びのコーナーとしてそのまま活用。酒づく
りの本や特別授業に訪れる講師の著書などが並ぶ。

写真提供：尾畑酒造
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尾畑酒造 学校蔵
新潟県佐渡市西三川1871
Tel. 0259-55-3171 （尾畑酒造株式会社 )
http://obata-shuzo.com

一度は島を出た尾畑酒造の蔵元・留美子さんと、島外からやってきた平島さん。お二人が島の内外で見てきたもののすべ
てが「学校蔵」「佐渡の酒づくり」「佐渡」の未来を明るくする。

〝

〞 〝

〞 〝

〞

佐渡島日本海

尾畑酒造 学校蔵

350

最前列に並ぶ佐渡高校生たちはじめ、老若男女幅広い層
の大人が授業に釘付け。この学び舎が最も賑わう瞬間だ。

運営形態

尾畑酒造 学校蔵

運営

佐渡市尾畑酒造
賃料

貸付

写真提供：尾畑酒造


